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1． は じ め に  

農薬における絃骨複合化をめぐる研究ほ，従来より  

様々な角度から行なわれてきており，その中で複合経常  

の有利性というものが蕊要祝されている1）。その際，経  

営複合化の経済的効果の基本的なものとしてコスト低減  

効果と危険分徽効果などがあげられ論じられるが，稲作  

をベースとした場合，特にコスト低減効果が大きな意味  

をもっていると考えられる。しかしながら現在までのと  

ころ，虚業経営における複合繚督の有利性に関する研究  

は実証的，計盈的には殆ど行なわれてはいない。   

戯茶における複合禅骨の問題は，いわゆる登済学にお  

けるマルチプロダクト問題の山機とみることができるが，  

散近この問題は企業の経営多角化戦略，およびそれを含  

む産業組織論の分野において理論的研究，賽狂的研究が  

発達してきている2）。そこで本稿では，それらの成果を  

踏まえたうえで複合経悩のコスト構造について考察し，  

経営複合化によるコスト低減効果に燐点をあて，総督複  

合化の経済的効果の実証的，計蕊的な分析を行なう。  

2．複合経営の経済  

複合線常会体のコスト構造は，経常部門間に相互関係  

が存在するため各部門を独立に取り律して譲鎗するだけ  

では理解することは不可能であり，単一・・・一操′削こおけるそ  

れと比べて当然ながらはるかに複雑なものとなる3）。   

そのような複雑な複合経常全体のコスト構造を検討す  

る場合，次の二つの概念を用いて検討することが有効で  

ある。その血つは規模の経済（EconomiesofSca王e）で  

あり，もう－－・つば聴聞の経済（EconomiesofScope）で  

ある。  

1）規模の経済   

いうまでもなく規模の経済とは，ある生産物の生産慶  

が大きくなるほど生産物1単位当たりのコストが小さく  

なる現象である。生産物が州様顛の場合，規模の経済ぶ  

は生産蕊をγ 費用をCとすると，平均費用と限界薬  

用との比率として次式のように定式化される。  

ぶ＝通（ニン朋C＝C（yレy・d‡ソ〟C   

そしてぶとヨ．との大小関係で規模の経済が判宝される。  

（ぶ＞1のときに規模の鰍斉が存在する。）   

これを多財黎月∃関数を用いて，生産物の税額が複数で  

ある多財生産の場合に拡張してみる。ここでは生産物の  

種類を2種類とし，それぞれの生産蕊をy，㍍多財資  

月引娼数を，  

（’＝（’（1’hl－ご）   

とする。そして生産物ざの限界螢脚ま，  

〃C‘ニ∂（ン∂℃   

となる。   

ここで，生産する生産物の構成比率を血走のまま規模  

拡大（方射線上の規模拡大）を行なう場合を考え，基準  

となるある特愛の構成比率の生産物の組み合わせをy頓  

とする。（生産物ベクトルをyおよびyOで発す。）   け鋼円62年‖月101］受理  
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範囲の経済の成立要因を，費用関数の性質の上で考え  

ると次の2つのものがある。すなわち費用の補完性と窟  

数項（固定黎項）の存在である4）。   

費用の補完性（CostComplementarities）とは可変葉  

月引関数C〃が生産物に関して二階微分可能のもとで，  

」∴・ 
． 

となることで，一方の生産物の生産拡大に伴い他方の  

生産物の限界費用が低下することを窓嫁する。この費用  

の補完性は範囲の経済の十分条件である。   

仙づぎ，定数項の意味について考える。定数項はl羨憶紫  

索の存在に対応しているものと考えられる。定数項も固  

定楽と同様に複数の生産物問で共通なものと生産物に特  

定なものを考えると，複合化することによって共通部分  

が減少し（共通固定費が節約され），範囲の経済が生じ  

ることがわかる。   

すなわち両者の関係で実際の範‡瑠の経熟ま規定される  

のであり，たとえ2生産物の問に費用の補完性ではなく  

反補完性（anticomplimentarity）が存在していたとして  

も固定費の効果が十分に大きい場合には範囲の経済が生  

じる。そして閲変数が存在する場合の範囲の経済の必賽  

十分条件は，固夏祭月亨関数をCFとすると次式のように  

定盤される。   

2生産物の場合，   

薫妓遁土壁週遁  ＜  

1111  

そして一般には，  

この場合の平均磯用尺AC（RayAvera酢Cost）を，  

叔点C（y）＝C（gyセ）カ   

とし，このとき規模の経済ざを同様に次式のように来  

すことができる。  

．9＝尺AC（y）／AすC（y）  

＝C（y）／／エⅥÅグC‘  

（yニgyO dy／y＝めカ  

d（ニン偽＝∑汀朗℃）  

次に，ある単一繚骨が複合部門を新たに創設する場合  

を考える。ある血定数の生産物2のみを生産していた繚  

常が，生産物2の生産はそのままで生産物1の生産を新  

たに行なうものとすると，生産物1に関する平均増加費  

用AJCl（Avera酢Ⅰ】lCrementalCost）というものを，  

．，ハ  C（坑，弟トC（0，坑）  
．・lJ（∴＝  ■  

と衆すことができ，また同時に，生産物1に関する規模  

の経済（生産物に特定Product・Specificな規模の経済）  

．ゞlというものを次式のように表すことができる。  

ぶ－＝AJCl〃ばCl  

2）範囲の経済   

規模の繚済に対して範閣の経済とは，複数の生産物を  

生産する際に，結合数渡する方が，坐敷物をそれぞれ単  

一染渡する場合よりもコストが小さくなる現象である。  

すなわち，  

C（羊，㍍）＜C雄，0）＋C（0，笑）   

となることである。   

範囲の経済ぶ。は次式のように定式化される。  

n C（Ⅵ，0）＋C（0，坑卜C（Ⅵ，㍍）  

CJぶ）＋CJr卜C∫（ぶリア）  
＜   

】1l’1  ∂11∂11  

（ほざ，j∈γ）   

3）規模の経済と範困の経済   

以上までのことを総合すると多財生産における繚常全  

体としての艶模の経済5－2は，2生産物の場合次式のよ  

うに定式化される5）。  

㌫＝∴■∴：  
C（名，靖）  

そして5。と0との大小関係で範囲の経済が判定される。  

（ぶ。＞0のときに範囲の経済が存在する。）   

範囲の経済が生じる原因としては，部l門間での中間生  

産物の利用や外部経済（地力向上効果など）といった部  

門問補完関係の存在と未利用資源（遊休機械・施設）の  

有効利用が主要なものと考えられる。  

C（Ⅵ，箭）  
ぶⅠ2＝  

Ⅵ∂（ン∂羊＋㍍∂（ン∂箭  

㍑ぽ－＋（1－ひ）ぶ2  

ーふ   

（ただし，  
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範囲の経済：ふ  Ⅵ∂（ン∂靖  
W＝  
y∂（：ソ∂羊＋坑∂〔ソ∂羊  

J・㌧」）一日1l；  
ぶ。＝   

C（羊，坑）   である。）   

つまり複合線骨の規模の経済は，生産物に特定な規模  

の経済と範囲の経済との関連によって決定されているの  

である。   

そして上武より，かりに特産な生産物に関する規模の  

不経済が働いていても，範囲の経済が十分に大きければ，  

禅骨全体としての規模の経済が存在しうることがわかる。  

3．経営複合化の経活動果の分析方法  

複合軽骨の絃済を把揺するた捌こは，特愛染産物に関  

する規模の経済，範囲の経済，経営全体の規模の経済の  

謙称他について知る必要がある。そ・の方法としては幾つ  

かの方法が考えられるが，比較的容易な方法は多財繁用  

関数を計測し，そこからそれらを導出することである6）。  

数用関数には様々な形式が考え られるが，分析に必要な  

条件を満たす費用関数としてここでは次のような2次形  

式の費用関数7）について展開する。   

鮮欄間数：C（Ⅵ，㍍）  

C（羊，坑）ニダ十α1y－十β－y苦  

＋α2坑＋β2y…＋γ羊坑＋か  

（き、は愛数項，かは複合線骨ダミーである。）   

生産物1の限界繁用：AすCI  

凡才C，＝αl＋2βly＋γ坑  

生産物2の限界費用：〟C2  

〟C2＝＝α2十2β2靖＋γ名  

盤産物1の平均増加費用：AJCI  

AJC－ニか／y十α－＋βl名＋γ㍍  

生産物2の平均増加襲用：点JC2  

AJC2＝か／箭＋α2十β2坑＋γⅥ  

生産物1に特定な規模の経済：ざ－  

（ダーか…γy℃彗0  

⇔5。叢0）  

経常全体の規模の経済：ぶ，2  

C（弟，℃）  
512  

ダーか＋βly子＋βzy…十γy坑  

げ＋か－βly卜βヱy…十γ署名裏0  

◇ぶt2雲ユ）  

4．経営複合化の経済効果の分析  

軽骨複合化の繚済効果の計測方法を実際のデータに適  

用してみる。  

1）データと費用関数の特定   

複合線常に関するデータとして整備された統計資料は  

ないため，農家経済調査（農家の経営観織別・都府県・  

昭和57～60年庶）から得られる単仙山線骨，複合線営（水  

稲＋α）それぞれの階層別の収益（部門），婆糾羽（経常  

全体〉 を用いることとした8）。   

その際，軌馴こついては以下の様な方法で算定した。   

単…り→経常はその部門のみを，複合経営は当該2部門の  

みを考え，それ以外の部門の粗収益と費用が等しいもの  

と仮定し，単一軽骨の費用は，   

費用（C）ニ経営費＋家族労働費一文私小作料  

一当該部門以外の租収益十地代   

複合提督の費用ほ，   

費用（C）管絃常葉＋家族労働費…支払小作料  

一当淡2部門以外の粗収益＋地代  

「家族労働費」は家族労働時間と鹿家経済調査より推  

計される脇付臨時凝用貸金から算定した。  

「地代」は，経営面穏の田面磯を不動産研究所「田畑  

価格及び小作料開」の普通田地代で，そして瀞適畑，樹  

園地，牧葦地合計の面積を岡普通畑地代で評価してもと  

めた。   

壁用関数の形式は2次形式とし，ダミ州変数として複  

合経常ダミー9）とタイムダミー10〉を導入する。  

計測式   

ハ′一′11  整L±塾煮土Z旦  
ふニ  

α－＋2βl箭＋γ箭  

値，y置か／Ⅵくっ▲∫l琵1）  

生産物2に特定な規模の経済：ぶ2  

a′坑＋α2＋βヱ㍍＋γy  
烏＝   

α2十2β2y2＋γy  

妨げ眉Ⅵ／㍍くうぶ2慧1）  
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嚢叫1 多財費用  

稲作＆酪戯   宥   

定数項   F   
795．司4、1  751．1∠ま′3   7d4．531  

（4．651）ホ＊＊ （6．715）蠣♯♯  （5．S22）   

Yl   
0．618  0．679   0．709  

α1  

（8．937）＊寧＊ （31．459）率＊＊  （14．464）   

yF   
5．968xま0肋6   …2．S96×  

偽  
（0．929）   （岬0．617   

Y2   β1   

0．980  0．99l   1．ユ14  

（38．277）寧… （45．552）＊揮＊  （16．830）   

Y萎   戯   
仙3．335x10甜6  鼎3．640xlO仙¢  －8．S60x  

（－3．848）＊＊＊（－4．64・9）♯＊＊  （－3．004）   

YIY2   
1．415xlO‾S  l．127xlO血5  －5，S63x  

γ  
（1．886）♯  ■（1．697）＊  （州4′．S12）   

ダミー変数  D   
450．600  427．672   730．130  

（3．043）…＊ （2．961）＊♯彰  （7．872）  

326．209  281．739   －62．158  
D57  

（2．46∠り … （2．627）＊＊＊  （鵬0．598）  

63．931   鵬39．648  
DsB  

（0．4B∠と）   （－0．380）  

57．870   －68．287  
D59  

（0．451）   （－0．662）  

ADJ－R2  0．9961  0．9962   0．9953   

酎乍＆肥育牛  

740．274  

＊＊ヰ （8．797）＊…  

0．6Sl  

＊額撃 （41．928）＊…  

10仙（与  

）  

1．ユ07  

‥・ （17∴汀浴）‥・  

10…＄  －8．629xま0仰6  

ヰ難＊ （－3．030）…＊  

10‾5  －5．628xiO仙5  

…＊ （－4．945）♯寧♯  

727．915  

…＊ （8．107）ホ＊ホ  

0．9955  

（）内はt倦  
…肌 …取 材印はそれぞれ係数が1％水瓶 5％水準，10％水準で有葱であることを来す。  

えよう。計測は全変数を入れた場合と統計的に有悪でな  

い変数を落とした場合とで行なったが，以後の分析では  

後者の計測紙凝を用いることとする。（そこから尊かれ  

る範囲の経済と規模の擢済の成立条件については栄一2  

に示した。）   

計測された費用関数の係数の中には，棟数閏で2次項  

の係数の符号の相違がみられ，このことからも部門ごと  

および部門間でコスト構造が大きく輿なっていることが  

わかるし、   

類艶ごとに計測された多財費用関数を用いてコスト構  

造の分析をさらに進めるが，複合経営のコストをめぐる  

緒特性はいずれの部門の生産魔の変化によっても変化す  

るため，まず各部門の収益のサンプルの平均値を生産数  

（粗収益）の基準単位とし，2部門について基準単位の  

生産恩をあげる複合軽骨というものを基準の経常として  

考える。また規模拡大との閑適では，複合経常において  

は基準となる経常の部門構成比を仙＜・走としたまま規模髄  

大を行なう場合について考えることとする。   

C（汽，羊）＝ダ＋α一名＋β．y雷  

＋α2靖＋β2y…＋γγ坑  

1－か＋か57＋かs8＋βs9   

変数  

○共通  C：費用（1000円）（上述）  

y：稲作収入（1000円）  

ガ：複合経営ダミー  

か＄7，かs8，か5g：タイムダミー  

①稲作＆酪農  靖：酪農収入（1000円）  

②稲作＆肥育牛  靖：肥野牛収益（1000門）  

③稲作＆養家  靖：餐蚕収入（1000円）  

④稲作＆みかん作 ㍍：みかん収入（1000門）  

⑤稲作＆りんご作 Ⅵ：りんご収入（1000円）  

2〉 多財鉾用関数の計測結果   

以上の様式のデ↓夕，費用関数に基づいた計測結果が  

衷－1である。概ね良好な計測結果が得られているとい  
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関数の計測結果  

稲作＆容蚕   稲作＆みかん作   稲作＆りんご作   

898．262  913．068   685．596  791．084   509．547  631．523   

（6．18り＊… （ユ0．775）…♯  （2．731）＊♯♯ （5．684）…＊  （2．254）…  し4．246）さ＊＊   

0．702  0．665   0．786  0．698   0．738  0．699   

（11．690）寧＊＊ （38．351）＊♯＊  （7．468）＊… （23．716）＊♯＊  （7．600）寧ヰヰ （23．244・）＊…   

－3．0】．2xlO州8   鵬8．908xlO鵬6   叫4．592光10岬＄   

（－0．544）   （鵬0．9ユ2）   （－0．504）   

1．102  0．960   0．989  0．907   0．841  0．S70   

（8．640）…ホ （27．854）…＊  （6．569）＊＊＊ （27．085）…＊  （10．612）秤… （13．746）＊＊＊   

－2．661×10血5   －9．988×10‾＄   －1．254xlO仙5 －ユ．573xiO伽5   

（…1．151）   （－0．521）   （鵬2．114）＊♯ （－3．ユ48）♯♯春   

1．080xlO】4  1－540xl0“〟4  2．382×10山5   4．33Sxi0伸5   

（1．496）   （2．662）＊…  （0．202）   （0．904）   

229．192  217．324   536．444  582．629   12．14ユ   

（1．798）♯   （1．74′9）＊  （2．570）＊蠣  （3．942）＊…  （0．057）   

－6（；．B45   342．525  280．274   

仁王341）   ト0．363）   （l．909）扱   （1．885）ホ   

－224．749   鵬14h7．444   ユ9．506   271．890   

（－2．021）＊＊ （wl．671）＊  （0．105）   （1．485）   

－63．551   475．440  －464．947   －96．713   

（－0．570）   巨ぺ．503）＊＊ （－3．113）＊や＊  （－0．533）   

0．9624  ー「149．186  0．9628   0．9152  0．9187   0．9349  0．9321   

泰山2 範囲の経済，槻摸の経済の成立条件  

範囲の経済 Sc撃0   規模の経済 S】2聾1  

F－D－γYIY2襲0   F＋D州β1Y12…β2Y22－γYIY2襲0   

稲作＆酪戯  323．471仙1．127×10山】5YIY2  ＝78．815」－3．640×10岬6Y22職1．127×10仙5Y，Y2   

稲作＆肥曹牛  12．359＋5．628×10伸SYIY2  1468．189＋8．629×10仙6Y22＋5．628×10‘皿5YIYz   

稲作＆養蚕  695．74v4－】．540×10‾4YIY2   1130．392珊1．540×10肋dY】Y2   

稲作＆みかん作   209．355   137∠‡．鋸3   

稲作＆l）んご作  

そして，生産物に特定な規模の経済，範囲の経隠 総  

督全体の規模の経済なとの緒特性を計測し，まとめたも  

のが衆－3（①仙⑤）である。また，複数の生産物を生産  

する際の平均登用（粗収入1円当たりのコスト）につい  

て複合経営と単血経常とで比喉したものが餐鵬4（①～  

（9）である。   

以下に頬覿ごとにそれらの結果についてまとめる。   

①稲作＆酷戯   

基準単位規模は稲作j舶姦251万円，酪農収益552万円で  

ある。   

生産物に哨穏な規模の経済ほ，酪戯部門ではやや弱い  

がその効果は安愛している。   

範閑の経済は頭傾が基準単位の約1．5倍（稲作収羞姦377  

万円，酪農収益828万円〉 までは存在するが，それ以上   
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泰棚3 規模の経済と穐囲の経済  

（》稲作＆酪戯（基準単位規模：稲作収入251．司万円，酪戯収入552．1フこ津わ  

規模倍率  0．50  0．75  1．00  】，25  1・50l・752・00   

生産物に特是な規模の経済  

第1普肝－】  S，   1．479  l．313  1．230  1．180  】．147  1．123  1．106   

第2普馴一事∴J  S2   1．166  1．121  1．100  1．089  ユ．OS4  1．082  1．082   

純閲の経済  Sc   0．060  0．036  0．020  0．008  鵬0．001 －0．0二11 －0．019   

規模の経済  S！2   1．323  1．212  1．156  1．122  1．1（）2  1．8】 1．066   

（診稲作＆肥育牛（基準単位規模：稲作収入282．7万円，肥育牛収入20d．0ブ押ヨ）  

生産物に特定な規模の経済  

節1部門  Sl   1，S26  1．578  1．455  1．383  1－337  】．307  1．285   

第2部門  S2   1．7j．5  1．509  1．4ノ10  l．356  1．324  1．306  1．297   

梅園の経済  Sc   0．027  0．044  0．064  0．085  0．107  0．131  0．156   

規模の経済  S12   1．815  1．617  1．528  1．メ195  1．490  1．503  1．531   規模倍率  0．50  0．75  1，00  l．25  1．50  1．75  2．00  
③稲作＆番茶（迷妄彗章雄位規模：稲作収入22d．7万l］：j，発蚕収入9d．4万円）  

規模倍率0・50  0．75  1．00  1．25  1．50  1．75  2．00   

くテ雪三産物に特産な規模の経済  

第1部門  S1 1．167  l．119  1．091  1．073  1．601  j．．051   

箪2部門  S2  1．252  1．176  】．132  1．104  1．OS4  1．070   

略図の経済  Sc  0．】．64  0．096  0．040  －0．007  －0．048  …0．084   

規模の経済  S12  】．．437  1．263  1．154  1．078  1．021  0．976   

④稲作＆みかん作（基準単位親株：稲作収入189．1ブ押ヨ，みかん作収入156．5ブぎ閂）  

規模倍率  0．50  0．75  1．00  1．25  1．50  1．75  2．00   

生産物に特定な規模の経済  

節1部門  Sl   1．6S3  l．589  1．441  l．353  1，294  1．252  1，221   

節2部門  S2   1．821  1．5Ji7  1．411  1．329  1．274  1．235  1．205   

鶴岡の経済  Sc   0．076  0．061  0．05】〉  0．04・4  0．038  0．034  0．031   

規模の経済  S12   2．004  1，669  1．502  1．402  1．335  1ノ．287  1．25】   

⑤稲作＆りんご作（基準単位規模：稲作収入217．9万円，りんご作収入236．5ブ封月）  

規模倍率  0．50  0．75  1．00  1．25  1．50  1．75  2．00   

生産物に特定な規模の経済  

第1部門  Sl   1．000  1．000  1．000  1．000  1．000  1．000  ま．000   

第2部f－rj  S2   1．022  1．034  1．0づ、7  1．060  l．074  1．OS8  1．103   

矧謝の経済  Sc   0．263  0．193  0．153  0．127  0．1．12  0．095  0．085   

規模の経済  S12   1．374  1．263  1．211  1．183  1．ま69  1．157  1．152  
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嚢司＋複合経営の有利性」ヤ喝磯用による比校）  

①附紬齢農（基準単位規模：稲作収入251．dブ洞，酪戯収入552．リブ円）  

平均費用   

場合の平均徴用   規模倍率  0．50        複合経常で生産した場令の    1．458 1〉．510          2．379  C（Yl，Y2）／（Yl十Y2）    2つの単山一経常でそ圭三慶した      2．521  （C（Yl，0）＋C吼Y2”／（Y－＋Y2）  
②稲作＆肥督牛1基灘牒張瀾瀾∵稲作収入282．7万円，肥育牛収入20d∧．0万lり）  

督  

卜JうJ朝川  規模倍率      1．00  1．25  1．50  1．75  2．00  簸で集塵した場合の  r2）／（Yl＋Y2） 終イ酬｛経常で集塵した  ）＋C軋Y2））／（Yl十Y2）  2．852 2．9Zミ）  l．608 1．680  1．087 1．ユ56  臼 0．807 0．875  0．633 0．701  妻。．516 0．583  0．′131 0．よ193   
複合線一声  
、仁丹J■亡川  

C（Yl，Y  

2つグ）長  

」！÷「ト，）、  
（C（Yl，0  

③稲作＆養蚕（基準単校規模：稲作収入22d．7万円，登竃馴文人銅．4万円）  

集  夏   

複合経営で  
平均軌一二J  

C（Yl，Y2）／（  

2つの単…一  
場合の平均懲  
（C（Yl，0）＋C（0，  

④稲作＆みかん作（基準単位規模：稲作収益1軋り粥，みかん作収入156．5万円）  

0．75  1．00  1．25  l．50  1．75  2．00   

1．764  

1．872   

規模倍率  

複合経償て登濾した場合の  

平均薯用  
C（Yl，Y2）／（Yl＋Y2）  

2つの単〟…疇経一致で焦慮した  
場合の平均費用  

（C（Yl，0）＋C（0，Y2”／（Y】＋Y2）  

⑤稲作＆l）んご作（基準単位規模：稲作収入2】7．9万円，りんご作収入23（さ．5ブ洞）  

） 0．50  0．75  1，00  1．25  1．50  i．75  2．00  2．113 2．（う69  1．278 ‘】．526  0．908 l．0∠17  0．700 0．789  0．56S 0．630 F  0．476 0．522  0．409 0．444  
規模倍率  

複合線営で集塵した場合の  
平均徽用  
C（Y‡，Y2）／（Yl＋Y2）  

2つの準山経瀾てせ滅した  

場合の平均費用  
（C（Y．，0）＋C（0，Y2））／（Y羞十y2  
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対的に低下するためである。   

経常全体の規模の経済は強く，それは生産物に特産な  

規模の綾子削こよるところが大きい。しかし規模拡大と共  

にやや弱まる。  

⑤稲作＆りんご作   

基準隼位規模は稲作収益218方円，りんご作収益237万  

円である。   

生産物に特定な規模の経済は比較的弱いが，りんご作  

では規模拡大と共に強まる。（稲作については計測結果  

がぶ－ニ1となる関数形となっている。）   

範問の経済は強いが規模拡大と共に弱まる。部門間の  

饗用の補完性が弱く，また固定費節約効果が相対的に低  

下するためである。   

経営全体の規模の経済は存在し，規模拡大と共に少し  

ずつ弱まる。これは，範囲の蘭瀦の効果の減少がりんご  

作に特定な規模の経済の効果の上界よりも僅かながら大  

きいことによる。  

5． む  す  び  

本稿は繚済単におけるマルチプロダクトの理論を授用  

し，実際に複合経常の多財費用関数を計測することに  

よって輝艶ごとに複合経営のコスト構造を明らかにした。   

そして，いずれの類型においても平均的な規模におい  

ては範囲の経済が存在し，そしてその食味における複合  

経営の有利性というものが示された。また範囲の経済が  

成立する領域がもとめられ，類塑によっては不経済とな  

る領域の存凝も指摘された。   

放線に，今後の課題として以下の諸点をあげておく。   

分析の技術的な蘭では，デ仙夕，とくに複合経常の大  

規模層のデふ夕補強が望まれ，計融方法，費用関数の様  

式についても改革の余地が残されているものと思われる。   

複合経常と尊山桜悩との有利性の比較という点では，  

コスト視点に留まらずト所得視点からの分析（ある所得  

を確保する経営形態とその規模の導出）も必薯であろう。   

現実の混米問題との関連でいえば，近孝凋本腰楽を取  

り巻く状況が血層厳しくなるもとで，大規模水田複合経  

常というものが日本の農業経常の計指すべきひとつの姿  

として注目されていることがあげられる。そのような問  

題を論じる際には，本職で示したようなコストの視点が  

必饗不可欠であり，今後より刷層この分野における理論，  

実証，そして応用面での研究が繋箭されるものと考える。   

の規模でほ部門間の費用の反補完性の効果が固党費節約  

効果より大きくなり不経済となる。   

総督全体の規模の練熟ま，規模拡大と共に次第に弱ま  

りぶlが1に近付いていき，平均費用もゆるやかに減少  

していく。範閑の不経済の領域に入っても生産物に特窟  

な規模の経済の効果がそれに勝り，全体としての規模の  

経済が成立している。  

②稲作＆肥轡年   

基準単位規模は稲作収益283万円，肥育牛収益は204万  

円である。   

生産物に特定な規模の経済は両部門において強いが規  

模拡大と共に弱まる。   

範囲の経済は脊髄し，そして規模拡大と共に強まる。  

部門間の費用の補完性が強いのが特徴である。   

繚常会体の規模の経済は強い。規模拡大と共にやや弱  

まるが再び強まる。生産物に特定な規模の経済は低下傾  

向であるが，範囲の経済が強まるためである。   

平均費用をみても複合線骨の方が低く，その有利性は  

大規模になるほど大きくなっている。5類義当の中で敢も  

複合経償の有利性が大きい類型であった。  

③稲作＆凝凝   

基準単位規模は稲作収益225万円，沓蚕収益94万円で  

ある。   

生産物に特定な規模の経酢ま，比較的弱いが安定して  

いる。   

範囲の経済は基準単位規模の約1．5倍（稲作収益337万  

円，餐薮収益ユ42万円）までは存在するが，その後は不  

経済となる。部門間の費用の反補完性が強まるためであ  

る。5敷覿の中では敢も複合校皆の有利性が小さい類型  

であった。   

経営全体の規模の経済は，規模拡大と共に弱まり，基  

準単位の2倍（稲作収益449万円，餐茶収益189万円）付  

近からは不繚済となる。これは生産物に特定な規模の経  

盲斉の効果よりも範囲の不綬済，それ緑降に部門間の反補  

完性の勃発が大きいことによる。  

Q）稲作＆みかん作   

基準点終位規模は稲作収益189方円，みかん作収益156方  

円である。   

生産物に特定な規模の経済ほ，両部門において強いが  

粗棟拡大と共に那はる。   

範囲の経済は存在するが比較的弱い。部門間の費用の  

補完性が弱く，また規模拡大と共に固定楽節約効果が朝  
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①稲作＆酪農  

稲作＋酪農（稲作付面積規模）  

1．0～1．511a，2．侶1a～（S59，S60）  

：1．5～2．Ohil（S58）：AVERAGE（S57）  

酪農＋稲作（搾乳牛頚数規模）  

～5頸∴ 5～10頭，10～15頸：15頭～（S59，S  

60）  
酪戯単山（搾乳牛頭数規模）  

…5頸，5～10軌10～15頭，15～20頭，20～30  

頭，30頭～  

Q）稲作＆肥育牛  

稲作＋肥育牛（稲作付面積規模）  

～0．5h壬l，0．5～1．Oba，1．0～1．5ha，1．5…2．O  
ha，2．Oha～  

肥育牛＋稲作（年間肥育牛販売頭数規模）  

…3乳 3～5頚，5～10頸，10渕仙  

北習牛単・鵬（年l馴巴脊半坂兜濫i数規模）  

川頭十：5～10頭（S60）  

③稲作＆養蚕  

稲作＋養蚕（稲作付面積規模）  

0．5～1．Oha，】，0～1．5ha  

：仙0．5lla，1．5～2．Oha（S57，S58，S59）  
養蚕＋稲作（樹立卵澄）  

～20箱，20付30箱，30箱～  

賽登潤巨一（樹立卵駿）  

～20箱，20～30箱，30～50芽凱 50箱～  

④稲作＆みかん作  

稲作＋みかん作（稲作付1蒋積規模）  

～0．5ha．0．5～1．Oha，1．0～1．5ha  

みかん作＋稲作（みかん成l渕面積規模）  

～0．511呈l，0．5～0．7ha，0．7～1．0王1a  

：1．0～1．5lla（S57，S58，S59）：1．5lla…（S  

57）  
みかん作単一（みかん成園面積規模）  

仙0．5ila，0，5仙0．7ha，0．7叫1．Oha，1，0伽1．5  
ha，1．5～2．Oha，2．Oha～  
⑤稲作＆りんご作  

稲作＋りんご作（稲作付面積規模）  

0．5～貰．Oha：1，0…1．5ha（S59，S60〉  

：1．5〝－2．Oha（S57，S58，S60）：2．Oha～（S  

60）  
りんご作＋稲作（りんご成園i所穐規模）  

～0．5ha，0．5～0．7ha，0．7…1．Oha：LO仙1．5  

1ュa（S57）  

りんご判明ト・（りんご成関南稜規模）  

伽0．5ha，0．5～0．7ha，0．7～1．Olla，1．0…1．5  
ha，1．5～2．011a，2．Oha伽  

9）複合経常ダミーは単“血一経常の経営複合化に伴う固  

定費の変化を考慮するためのダミ仙変数である。  

より忠実に実際に経常を反映させた費用関数とし  
てほ，節1部門に特定な固定費，節2部門に特菜  

な閲宝資，複合化により節約される固定費のそれ  

ぞれに対応する3つのダミー変数を入れた定数項   
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4）Gc〉RMAN，Ⅰ．“Conditions for Economies of Scope   

in the PreserまCeOfFixeくまCos略”RamdJournalof  

Economics16（3）：43巨36，1985  

5）WHエIG，R．“Muまti【）rOductTechnologyandMarket  
StrtlCture，”American Economic Review 69（2）：  

346…51，1979  

6）特延の多財費用関数の計測により導出する方法と，  

Farrelの効率概念の拡張による効率フロンティア  

の計測により導出する方法の2つがある。後者の  

方法についてはFÅ1そE，R．“AdditionandEfficien・  

cy，”QuartelyJou王・nalofEconomicslOl（4）：S6卜  

65，1986を参照。  

7）ここでは生産瀾数との（lもl言11な関係を想定・せず，  

費用関数の変数に賓瀦価格を加えていない。価格  
変化については後にタイムダミ叫で処理する。ま  
た関数湖としてはトランスログ覿がフレキシプル  
で岬一般的だが，生産数ニ0のデ…夕を取り扱う際  

に変数変換を薯するという雉点があるため，シン  

プルな2次形式覿を用いる。  

なお2次形式の多財饗き酎調教による実証研究の例  

としては，FRIEPLAENDElモ，A．，C．WINSTON，andK．  
WÅNG，“Costs，Technoiogy，an（1Pro（itlCtivity h  
t王Ie U．S．ÅutolⅥOt〉ileIndustry，”Be王】Journa】of  

Econonlics14（1）：卜20，1983がある。  

8）データの階層区分は以下のとおり。なおサンプル  

数は，稲作＆酪農：75，稲作＆肥育牛：73，稲  

作＆餐儲：74，孝吉呂作＆みかん作：83，稲作＆り  

んご作：79である。  

○共通  稲作単…（稲作付面積規模）  

血0．5ha，0．5仙ま．Oha，1．0仙ユ．5ha，1．5仙2．O  
ha，2．0〝2．5ha，2．5…3．0Ila，3．0～5，01ュa，5．O  
ha～  
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のない費用関数が考えられる。（この形式の費月澗 10〉 基準時点からの価格変化と技術進歩の効果に対応  

致の計測も行なったが必ずしも安定的な結果は得  するダミー変数である。  

られなかった。）  

Summary  

Thepl1rpOSeOrthisstudyisanalyzingtlleCOStStruCtureOf（‡ivers主6edfarmin払Withspecialatterltiontot壬1eCOSt  
conceptinmultiproductionandtlleCOStadva－1tagearisingfrolneCOnOmiesofscope・   
We estimated multiproduct cost function or variotlS typeS Of diversi6ed farming，uSi工場the Re王）Ort Of Farm  

HouseholdEconomySurYey．   
Wecondideredthedegreeofproduct－SpeCi坑ceconomiesofscale，eCOnOmiesofscope，tOtaleぐOnOmiesofscale，and  
howtheyarerelatedtothesc壬11eofproductioTl．   

Foreachtypeorfarming，COStStruCtureandcon（litio‡lSforcreatingacostadvaIlta酢Ofdiversifkdfarmingwere  
clarはed，   




